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二
〇
一
五
年
Ｎ
Ｙ
国
連
本

部
で
の
「
国
連
持
続
可
能
な

開
発
サ
ミ
ッ
ト
」
に
お
い
て

持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
）
が
同
年
以
降
の
国

際
社
会
が
共
有
す
る
一
七
の

目
標
と
一
六
九
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
採
択

さ
れ
た
。
大
き
な
成
果
を
挙
げ
た
と
さ
れ
る

ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標(

Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ)

に
続

く
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
で
は
、
障
害
が
初
め
て
、
明
示

的
に
非
差
別
の
大
事
な
項
目
と
し
て
取
り
上

げ
ら
れ
た
。
同
時
に
、
最
も
脆
弱
な
国
々
の

な
か
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
ア
フ
リ
カ
へ
の
言

及
が
あ
っ
た
。
開
発
途
上
国
の
開
発
パ
ー
ト

ナ
ー
と
し
て
の
障
害
者
に
つ
い
て
の
研
究
で

あ
る
「
障
害
と
開
発
」
分
野
で
は
、
従
来
、

経
済
発
展
を
遂
げ
て
き
た
ア
ジ
ア
が
主
な
フ

ィ
ー
ル
ド
で
あ
っ
た
。

　
本
書
は
二
〇
一
四
〜
一
五
年
に
ア
ジ
ア
経

済
研
究
所
で
行
わ
れ
た
「
ア
フ
リ
カ
の
『
障

害
と
開
発
』」
研
究
会
の
最
終
成
果
で
あ
る
。

ア
フ
リ
カ
で
は
、
ア
ジ
ア
で
の
知
見
か
ら
得

ら
れ
た
処
方
箋
は
そ
の
ま
ま
適
用
可
能
な
の

か
、
ま
た
そ
も
そ
も
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
障
害

者
が
直
面
し
て
い
る
現
状
は
ど
の
よ
う
な
も

の
で
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
の
問

題
意
識
が
同
研
究
会
で
は
掘
り
下
げ
ら
れ
た
。

　

本
書
は
総
論
と
各
国
別
の

章
、
そ
し
て
最
終
章
の
三
部

か
ら
な
る
。
総
論
の
第
一
章

（
森
壮
也
）
で
は
、
先
行
研
究

を
紹
介
し
な
が
ら
ア
フ
リ
カ

に
お
け
る
「
障
害
と
開
発
」

の
と
ら
え
方
の
枠
組
み
を
提
示
す
る
。
ア
フ

リ
カ
の
文
脈
で
の
障
害
概
念
の
再
検
討
、
国

際
協
力
と
障
害
者
政
策
、
ア
フ
リ
カ
に
お
け

る
貧
困
と
障
害
者
と
い
っ
た
切
り
口
な
ど
を

紹
介
す
る
。
続
く
、
第
二
章
は
「
障
害
に
関

す
る
ア
フ
リ
カ
の
地
域
的
取
り
組
み
」（
小

林
昌
之
）
と
題
し
「
障
害
と
開
発
」
の
地
域

内
の
試
み
で
あ
っ
た
「
ア
フ
リ
カ
障
害
者
の

一
〇
年
」
が
直
面
し
た
壁
、
現
在
の
取
組
に

つ
い
て
の
考
察
で
あ
る
。

　
次
の
章
か
ら
各
国
別
の
分
析
が
、
東
ア
フ

リ
カ
を
皮
切
り
に
始
め
ら
れ
て
い
る
。
第
三

章
は
エ
チ
オ
ピ
ア
を
「
開
発
主
義
体
制
下
の

エ
チ
オ
ピ
ア
に
お
け
る
保
健
政
策
と
Ｈ
Ｉ
Ｖ

陽
性
者･

障
害
者
の
ニ
ー
ズ
」（
西
真
如
）

と
い
う
題
で
取
り
上
げ
た
。
同
国
は
、
国
際

開
発
に
お
け
る
保
健
政
策
の
成
功
事
例
と
し

て
取
り
上
げ
ら
れ
る
一
方
で
、
別
の
問
題
を

抱
え
て
い
る
。
同
国
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ 

陽
性
者
と
障
害
者
に
対
す
る
政
策
と
状
況
を

比
較
し
て
、
そ
の
現
状
の
差
を
も
た
ら
し
た

■森　壮也■

森　

壮
也  

編研
究
双
書
№
六
二
二
、
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
、
二
〇
一
六
年

『
ア
フ
リ
カ
の
「
障
害
と
開
発
」

―
―
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
向
け
て
―
―
』

原
因
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
第
四

章
は
「
ケ
ニ
ア
に
お
け
る
障
害
者
の
法
的
権

利
と
当
事
者
運
動
」（
宮
本
律
子
）
で
あ
る
。

二
〇
一
〇 

年
の
ケ
ニ
ア
新
憲
法
は
障
害
者

の
権
利
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
し
か
し
、

国
会
に
お
い
て
ケ
ニ
ア
手
話
の
公
的
認
知
が

得
ら
れ
た
一
方
で
、
ケ
ニ
ア
手
話
の
同
国
の

国
語
と
し
て
の
実
質
的
地
位
の
確
立
に
向
け

て
、
ろ
う
教
育
の
場
で
の
標
準
化
、
教
科
書

作
成
、
教
師
養
成
、
シ
ラ
バ
ス
等
が
未
だ
残

さ
れ
た
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
同
章
で

は
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
次
が
西
ア
フ
リ
カ
で
あ
る
。
第
五
章
「
国

境
を
ま
た
ぐ
障
害
者
―
―
コ
ン
ゴ
川
の
障
害

者
ビ
ジ
ネ
ス
と
国
家
―
―
」（
戸
田
美
佳
子
）

は
、
コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国
（
旧
ザ
イ
ー
ル
）

の
キ
ン
シ
ャ
サ
と
コ
ン
ゴ
共
和
国
の
ブ
ラ
ザ

ヴ
ィ
ル
、
こ
の
二
つ
の
都
市
の
間
に
あ
る
コ

ン
ゴ
川
の
自
律
的
な
国
境
ビ
ジ
ネ
ス
に
携
わ

る
障
害
者
の
事
例
分
析
を
行
っ
て
い
る
。
政

府
や
当
局
に
よ
る
厳
密
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が

な
く
、
い
わ
ば
緩
い
制
度
の
な
か
で
障
害
者

た
ち
の
商
才
が
発
揮
さ
れ
た
興
味
深
い
事
例

で
あ
る
。
第
六
章
「
セ
ネ
ガ
ル
に
お
け
る
障

害
者
の
政
策
と
生
活
―
―
『
ア
フ
リ
カ
障
害

者
の
一
〇
年
』
地
域
事
務
局
と
教
育
、
運
動
、

労
働
―
―
」（
亀
井
伸
孝
）
で
は
西
・
中
部
・

北
ア
フ
リ
カ
地
域
事
務
局
が
同
国
に
あ
る
事

情
や
障
害
児
教
育
学
校
の
現
状
、
ろ
う
者
を

中
心
に
障
害
当
事
者
団
体
の
現
状
の
概
要
に

つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
国
別
の
最
後

の
章
が
第
七
章
「
南
ア
フ
リ
カ
の
障
害
者
政

策
と
障
害
者
運
動
」（
牧
野
久
美
子
）
で
、

南
ア
で
は
憲
法
で
障
害
を
明
示
的
に
取
り
あ

げ
て
、
差
別
を
禁
止
し
、
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ

ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
を
政
策
に
取
り
入
れ
て
い

る
。
ま
た
今
後
の
方
向
と
し
て
、
黒
人
の
経

済
力
強
化
法
（
Ｂ
Ｅ
Ｅ
法
）
制
度
と
障
害
者

手
当
制
度
の
関
わ
り
か
ら
同
国
の
特
徴
も
分

析
さ
れ
て
い
る
。

　
終
章
と
な
る
第
八
章
「
終
章
―
―
ア
フ
リ

カ
の
障
害
と
開
発
か
ら
学
べ
る
も
の
―
―
」

（
森
壮
也
）
で
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
見
据
え
な

が
ら
、
こ
れ
か
ら
の
開
発
に
お
け
る
諸
課
題

は
、
ア
フ
リ
カ
の
障
害
者
を
念
頭
に
置
く
と

ど
の
よ
う
な
方
向
を
目
指
す
べ
き
か
を
論
じ

る
。
ア
ジ
ア
で
は
、「
障
害
と
開
発
」
の
研

究
成
果
か
ら
、
障
害
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な
開

発
の
た
め
に
は
、
①
障
害
の
社
会
モ
デ
ル
、

②
貧
困
削
減
（
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
、
ポ
ス
ト
Ｍ
Ｄ
Ｇ

ｓ
、
国
連
障
害
者
の
権
利
条
約
）
③
障
害
当

事
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
三
つ
が
ポ
イ
ン
ト
と

さ
れ
て
い
た
が
、
本
書
で
は
、
ア
フ
リ
カ
で

の
考
察
か
ら
、
さ
ら
に
国
家
と
の
関
係
や
Ｈ

Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
政
策
も
考
慮
に
入
れ
な
い

と
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
は
難
し
い
こ
と
も
課

題
と
し
て
浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
。
開
発
関

係
者
、
国
際
協
力
関
係
者
、
そ
し
て
研
究
者

に
よ
り
広
い
視
点
を
持
っ
て
い
た
だ
く
た
め

に
本
書
が
貢
献
で
き
る
も
の
は
グ
ロ
ー
バ
ル

な
意
味
で
大
き
い
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
以
降
の
国
際

開
発
の
考
察
を
さ
ら
に
深
め
る
た
め
に
も
、

ぜ
ひ
ご
一
読
い
た
だ
き
た
い
。

（
も
り　

そ
う
や
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所　

開
発
研
究
セ
ン
タ
ー　
主
任
調
査
研
究
員
）
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